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追 悼 の 辞
旧騰127日,歌川 さんが信州の旅行先で卒然 と他界された。58歳。人
間的に愈 々円熟を加 え,研究面で も脂がの り切 ってまさにこれか らと
いう時に急逝 されようとは予想 もしなかった。人生の無常 と天命の非
情 と,た だ痛恨の一語に尽 きる。本研究所にとって も,特に日本史の
専攻分野 における卓越 した牽引車を喪った痛手は測 り知れない。
衷心より御冥福をお祈 りする。
歌川 さんの研究は古代以来の丈量制に始まって,三 ・遠地方の条里
制の遺構の探究か ら,最近では近世の吉田藩政の分野にまで足跡を拡
げつつあった。それと併せて埋 もれた郷土史料の発掘にも鋭意努力を
傾注し,10年がか りでほぼその業を終えた可睡斉僧録文書の整理修覆
をはじめ,今 後の研究の礎石 としてわれわれ後進に残 して くれた遺産
は莫大なものがある。 とりわけ本研究所の史料叢書 として昨年第四集
の上梓 をみた馬見塚村渡辺家文書の刊行事業は,歌 川 さんが本学に赴
任以来一貫 して手がけられ,近 く完成予定の第五集がついにその白鳥
の歌 ともなった格別のいわれがあるだけに,故 人の遺志 を継いでなん
としても完結 させたいとおもう。
貴公子然 とした風貌にかかわ らず,歌 川 さんは辺幅 を飾 らぬ意外に
気 さくな人柄だった。学内でひょっと出 くわす と人なつこい笑顔 で近
寄ってきて 「ああ,そ うそう……」と,い ま不図用事 を思い出したか
のようにややせかせかと話 しかけてきた独特の口調は未だに忘れられ
ず,ど こかその辺からまたあの笑顔が現われそうな気がして,ま だど
うにも歌川さんに去られたという実感がわかない。
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